
 

 

当組合では組合員及び被扶養者（以下「組合員等」という）の方へ 

ジェネリック（後発）医薬品差額通知の送付を行っております 

 

 

１１  実実施施のの背背景景  

当組合においては、組合員等の医療給付費が増加し、短期給付財政に影響が生じてお

ります。 

そこで、組合員等の自己負担額の軽減や短期給付財政の改善につながる「ジェネリッ

ク医薬品」の普及推進を図るために、厚生労働省が推進している「ジェネリック（後発）

医薬品差額通知」を実施しております。 

 

 

２２  実実施施内内容容  

  ① 薬局や病院でお薬をもらっている方のなかで、ジェネリック（後発）医薬品に切

り替えることにより、自己負担額の軽減が見込まれる方に「ジェネリック（後発）

医薬品差額通知」を送付させていただきます。 

  ② 通知が届いた方におかれましては、通知の記載内容をご確認いただき、ジェネリ

ック（後発）医薬品の利用をご検討くださいますようお願いいたします。 

 

  ※次ページ以降が実際にお送りする通知の見本です。 

 

 

３３  実実施施時時期期  

  毎年７月下旬以降 

 

ジェネリック（後発）医薬品差額通知を実施します 



 



ジェネグック 〔後発)医薬品差額通知

(ジ ェネリックにつきましては、別添「厚生労働省パンフレッ ト」をご確認 ください。)
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この通知書は、地方職員共済組合より送付 しております。
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先発薬剤費
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(個人負担分 の内訳 )
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後発薬剤費
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先発医薬品

名称
単価 数量

ご負担金額
( 割負担)

※ A
ジェネリック医薬品

名称
製薬会社名 単 価 数 量

ご負担金額
( 割負担)

※ B
差額
A一 B

合  計

ジェネリック医薬品への変更は主治医と十分にご相談 ください





高血圧や糖尿病のほか、さまざまな病気
や症状に対するお薬が揃い、カプセル・錠
剤・点眼剤など形態も多彩。新しい技術で、
味や飲み易さ、使用感が改良されたもの
もあります。
（※）すべてのお薬にジェネリック医薬品が
　　あるわけではありません。

日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会

PMDA

副作用 救済
検索

●この制度に関する情報は

　医薬品は正しく使っていても、 副作用の発生を防げない
場合があります。
　そこで、医薬品 （病院・診療所で処方されたものの他、
薬局等で購入したものも含みます。） を適正に使用したにも
かかわらず、その副作用により入院治療が必要になるほどの
重篤な健康被害が生じた場合に、医療費や年金などの給
付を行う公的な制度が、医薬品副作用被害救済制度です。

独立行政法人
医薬品医療機器総合機構

2017.10

または



欧米では、日本に比べ、新薬からジェネ
リック医薬品への変更が進み、ジェネリック
医薬品が広く普及しています。
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Ⓒ2017 Quintiles IMS, MIDAS, Market Segmentation, MAT Sep 2016, 
　RX only（PRESCRIPTION BOUND）他を基に作成。 無断転載禁止
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（出典）「中央社会保険医療協議会薬価専門部会（第137回）」資料
　　　および「平成27年度国民医療費の概況」に基づいて作成
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